
 

 

 

 

今回は「2024年６月賞与要求」についてお伝えします。 

 

2024年6月賞与は、VOICEでもご説明した通り 2023年度の業績およびメンバーの頑張りに報いるという理由から、

人事制度上の「賞与支給表」に加えて「加算金」の要求と、賞与制度のない雇用形態（スペシャリティスタッフ・マイスタ

ッフ・エルダースタッフ）に対しても「一時金」の要求を行うこととしました。 

賞与加算金および一時金は、組合としてこれまで過去に要求したことはなく、対象者や水準などについては支部執行部

内で慎重に協議を重ねました。 

 

4/25～5/3 には全メンバーを対象としたメンバーズ VOICE を開催、forms アンケートの回答率が約93％と多くの皆さ

んにご参加いただきました。改めて御礼申しあげます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                   

           

                 

                       

                

IMGU エムアイカード支部 ニュースフラッシュ 

VOICE の意見を踏まえ、5月 6日（月）に支部大会を開催、 

メンバーの代表である支部大会代議員（支部評議員）による 

審議が行われました。 

 

 【支部大会】 満場一致で可決 

    

                            

             

              

                 

               

                 

               

         

                  

                 

                 



上記の支部大会の審議を受けて 5 月 20 日（月）に労使協議会を開催し、組合より「2024 年度 6 月賞与要求」

を行い、その場で会社より回答をいただきました。 

 

 

 

 

 

【会社回答】 

全項目組合要求どおり 

満額回答 

2023       妥    り     へ   セ    

三越伊勢丹グ  プ労働    ムア カ ド支部執行委 長 益田直哉 

 

今    と  初め  加算   一時金  と り     ズ VOICE  参加    も    と う  と り

ま  。水準ももちろん す       皆さん ら  織 成  出すこと 充足感や  制        へ 一

時金支給 よる一体感醸成          声 非常 多  りま  。 

直近 ＨＤＳ ＩＲ  説明 聞 と 今後グ  プ 戦略 実現するう   ムア カ ド 非常 重  位置付け  る

こと よ 分 ります。ま 百貨店 シェア ド会      グ  プ 集め お客さま ら利益 出    こと そ 

 め 毎 新  商品 サ ビ 提  行    こと 課せられ  る中   一 ひとり グ  プ全体  向性 

よ     お客さまやお取 先起点 業務 取り む 勉強すること 大事だと思   ます。そ よう 中    と

   会   針や戦略 対する     認識と ギャ プ 正確 把握するパ プ役と  機       と思 

  ます。 

 後  今後大  目標 向     上  材確保と生産性向上 大     だと思 ます。まず足元 出来ること

と  昨 労使共同宣言 掲げ  るハラ   ト 撲滅と適正 労働時間管     引 続 労使協業 取り み 

させ   だ   と    ます。引 続 よろ  お願 致 ます。 

株式会  ムア カ ド 代表取締役 長 梅田貴生           

 

昨   予算  非常 厳  も      全 一丸と   収支構造改革 取り みビハ  ド 乗り越 予算 達

成すること    難局 乗り切  こと 当  と  重  成功体験と りま  。 

聖域  構造改革 進める中  られるも  何    時  安や戸惑  持 れる場面も    と思 ます。それ 

も経営 ら   セ   信用  だ  何より皆さん 尽力    今    加算 繋   と    ます。 

来   ら新中期 画 入    ます  100 億と う大  目標 向 う め２３   経験値 今後 「貯金」と 

  走ること   ます。２４  も現２ヶ  画  終  と  「貯金」 更 積み増せるよう走り切り  と   お

り そ  め コミュニケ ショ も大事       と思 ます。 

  と 会  良    と う共通     常 意識   ら 今後も双  協力  進ん      引続 よろ 

 お願 致 ます。 


